



完全給食 補食給食 ミルク給食 計
実施数 百分比 実施数 百分比 実施数 百分比 実施数 百分比
小学校
学校数 19,675 19,391 98.6 57 0.3 62 0.3 19,510 99.2
児童数 6,386,206 6,315,622 98.9 8,694 0.1 8,721 0.1 6,333,037 99.2
中学校
学校数 10,108 8,476 83.9 42 0.4 482 4.8 9,000 89.0
生徒数 3,357,538 2,619,602 78.0 8,620 0.3 195,967 5.8 2,824,189 84.1
義務教育学校
学校数 22 22 100.0 0 0.0 0 0.0 22 100.0
児童・生徒数 12,830 12,068 94.1 0 0.0 222 1.7 12,290 95.8
中等教育学校
（前期課程）
学校数 51 27 52.9 0 0.0 5 9.8 32 62.7
生徒数 16,551 8,768 53.0 0 0.0 1,752 10.6 10,520 63.6
特別支援
学校
学校数 1,103 971 88.0 1 0.1 13 1.2 985 89.3
幼児・児童・生徒数 137,939 121,804 88.3 25 0.0 879 0.6 122,708 89.0
夜間定時制
高等学校
学校数 565 318 56.3 91 16.1 1 0.2 410 72.6
生徒数 83,258 21,411 25.7 3,865 4.6 16 0.0 25,292 30.4
計
学校数 31,524 29,205 92.6 191 0.6 563 1.8 29,959 95.0















































配置人員 1,936 5,021 6,526 5,017 2,416 961 226 33 ― 22,136
学校数 1,132 2,274 2,522 1,663 670 210 43 9 ― 8,523
１校当たり
の平均人数
1.7 2.2 2.6 3.0 3.6 4.6 5.3 3.7 ― 2.6
中学校
配置人員 272 811 1,027 678 268 68 7 ― ― 3,131
学校数 306 599 700 384 116 29 3 ― ― 2,137
１校当たり
の平均人数
0.9 1.4 1.5 1.8 2.3 2.3 2.3 ― ― 1.5
義務教育学校
配置人員 7 4 6 4 ― ― ― ― ― 21
学校数 3 2 2 3 1 3 1 ― ― 15
１校当たり
の平均人数
2.3 2.0 3.0 1.3 ― ― ― ― ― 1.4
中等教育学校
（前期課程）
配置人員 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
学校数 ― 1 7 ― ― ― ― ― ― 8
１校当たり
の平均人数
― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
特別支援学校
配置人員 703 1,105 214 ― ― ― ― ― ― 2,022
学校数 307 374 70 1 ― ― ― ― ― 752
１校当たり
の平均人数
2.3 3.0 3.1 ― ― ― ― ― ― 2.7
夜間定時制
高等学校
配置人員 232 89 5 ― ― ― ― ― ― 326
学校数 229 55 2 ― ― ― ― ― ― 286
１校当たり
の平均人数








































配置人員 3,112 2,687 2,134 1,547 1,672 1,157 1,858 1,367 1,602 1,225 532 ― 18,893
共同調理場数 794 476 278 144 136 94 129 88 110 68 22 ― 2,339











































小学校 1,132 2,274 2,522 1,663 670 210 43 9 ― 8,523
中学校 306 599 700 384 116 29 3 ― ― 2,137
義務教育学校 3 2 2 3 1 3 1 ― ― 15
中等教育学校（前期課程） ― 1 7 ― ― ― ― ― ― 8
特別支援学校 307 374 70 1 ― ― ― ― ― 752
夜間定時制高等学校 229 55 2 ― ― ― ― ― ― 286
合計 1,977 3,305 3,303 2,051 787 242 47 9 ― 11,721
百分率（％） 16.87 28.20 28.18 17.50 6.71 2.06 0.40 0.08 ― 100.00





















501人 ～ 1,000人 476 20.4
1,001人 ～ 1,500人 278 11.9
1,501人 ～ 2,000人 144 6.2
2,001人 ～ 2,500人 136 5.8
2,501人 ～ 3,000人 94 4.0
3,001人 ～ 4,000人 129 5.5




5,001人 ～ 7,000人 110 4.7
7,001人 ～ 10,000人 68 2.9
10,001人 ～ 20,000人 22 0.9



























種別 作付面積（ha） 生産量（t） 出典
































学校給食センター 対象学校数 調理数（食数／日） 給食供給開始年
TO 27 11,207 2015
SE 13 7,670 1978
NA 12 7,622 1982
















































































































































































































































































































































項目 豊田市 Ｏ市 原著 出典
総土地面積 91,832ha 38,720ha 2015農林業センサス わがマチ
林野面積 62,553ha 23,180ha 2016農林業センサス わがマチ
耕地面積 6,560ha 3,280ha 平成29年面積調査 わがマチ
田耕地面積 5,060ha 2,440ha 平成29年面積調査 わがマチ
畑耕地面積 1,500ha 844ha 平成29年面積調査 わがマチ
総人口 422,542人 381,051人 平成27年国勢調査 わがマチ
総世帯数 169,598世帯 147,418世帯 平成27年国勢調査 わがマチ





中核市となった時期 1998年４月 2003年４月１日 各市役所ホームページ参照
農業経営体数 2,652 1,546 2015年農林業センサス わがマチ
総農家数 6,322 3,644 2015年農林業センサス わがマチ
自給的農家数 3,741 2,126 2015年農林業センサス わがマチ
販売農家数 2,581 1,518 2015年農林業センサス わがマチ
主業的農家数 203 166 2015年農林業センサス わがマチ
準主業的農家数 434 278 2015年農林業センサス わがマチ
副業的農家数 1,944 1,074 2015年農林業センサス わがマチ
専業農家数 588 329 2015年農林業センサス わがマチ
第１種兼業農家数 134 151 2015年農林業センサス わがマチ
第2種兼業農家数 1,859 1,038 2015年農林業センサス わがマチ
農産物直売所 43 23 2010年世界農林業センサス わがマチ
農業産出額 920千万円 775千万円 平成28年市町村別農業産
出額（推計）
わがマチ
耕種計 697千万円 419千万円 平成28年市町村別農業産
出額（推計）
わがマチ
コメ 250千万円 137千万円 平成28年市町村別農業産
出額（推計）
わがマチ
野菜 161千万円 161千万円 平成28年市町村別農業産
出額（推計）
わがマチ
豚 47千万円 47千万円 平成28年市町村別農業産
出額（推計）
わがマチ
鶏 40千万円 193千万円 平成28年市町村別農業産
出額（推計）
わがマチ





加工農産物 ６千万円 ２千万円 平成28年市町村別農業産
出額（推計）
わがマチ
販売目的野菜作付面積 豊田市　ha Ｏ市　ha 原著 出典
ダイコン 10 5 2015年農林業センサス わがマチ
サトイモ 9 7 2015年農林業センサス わがマチ
ハクサイ 14 5 2015年農林業センサス わがマチ
ホウレンソウ 10 6 2015年農林業センサス わがマチ
レタス 1 1 2015年農林業センサス わがマチ
ネギ 7 7 2015年農林業センサス わがマチ
タマネギ 4 3 2015年農林業センサス わがマチ
キュウリ 3 3 2015年農林業センサス わがマチ
ナス 7 13 2015年農林業センサス わがマチ
トマト 4 4 2015年農林業センサス わがマチ
ピーマン 2 1 2015年農林業センサス わがマチ
イチゴ 4 12 2015年農林業センサス わがマチ
注：表中の出典「わがマチ」は「わがマチ・わがムラ」5）のこと。
　表12にみられるように、同じ資料から豊田市とＯ市のデータを比較する。
豊田市はＯ市の２倍以上の総土地面積となっている。そのため耕地面積もＯ市
の約２倍となっているが、農業産出額は、Ｏ市の約1.2倍と少なくなっている。
中核市となったのは、豊田市の方が1998年で、Ｏ市の５年前となっている。
豊田市の方が政令指定都市で消費者の多い名古屋市に近く、農産物直売所がＯ
市の約２倍の43施設と多くなっていることがわかる。財政力指数は、豊田市
は1.0、Ｏ市は0.98と、どちらも1.0にちかく、財政的に恵まれていることがわ
かる。
　また両市ともコメの生産が多く、野菜、豚の産出額は同じとなっている。し
かしＯ市では、鶏卵が豊田市の約５倍の産出額と高くなっていることがわか
る。加工農産物は豊田市６千万円で、Ｏ市２千万円の３倍となっている。
　販売目的野菜作付面積では、豊田市の方が、ダイコン、ハクサイ、ホウレン
ソウなどの作付面積が多くなっているが、Ｏ市の方が、ナス、イチゴの面積が
多くなっている。
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⑵　学校給食の比較
表13　学校給食（2016）の比較
豊田市 Ｏ市
地場食材率（㎏／㎏）
（生鮮野菜等）
6.1％（2016） 2.98％（2016）
学校給食費（円／食）
小学校 240.0 240.0
中学校 270.0 275.0
地場食材主品目 ダイコン ダイコン
（生鮮野菜等） タマネギ タマネギ
ニンジン ニンジン
ハクサイ ハクサイ
ハネギ ハネギ
キャベツ ホウレンソウ
ジャガイモ フトモヤシ
ナス
７品目 等
地場食材を
利用した加工品
61種類 なし
コメ 県学校給食協会から100％市内産 県学校給食協会から100％市内産
牛乳 県学校給食協会から100％県内産 県学校給食協会から100％県内産
出所： Ｏ市役所ホームページ資料2）、Ｏ市学校給食協会ホームージ資料4）、豊田市学校給食協会ホームページ資料6）、豊田市
教育委員会保健給食課資料7）、平岩（2018）3）、聞き取り調査から筆者作成。
　注：Ｏ市の地場食材主品目は2017～2018年度のデータによる。
　表13にみられるように、豊田市とＯ市の学校給食を比較してみると、豊田
市の地場食材（野菜等）率は6.1％とＯ市2.98％と比較して高くなっている。
学校給食費については、小学校は240円／食と同じであるが、中学校ではＯ市
が５円／食と高くなっている。地場食材を利用した加工品は豊田市では61種
類となっているが、Ｏ市では利用されていない。コメについては、どちらの市
の十分な収穫量があるため、愛知県学校給食協会からそれぞれ100.0％市内産
のコメが供給されている。牛乳については、両市とも愛知県学校給食協会から
愛知県産の牛乳が100.0％供給されている。
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表14　学校給食調理方式（旧豊田市内とＯ市）の比較
項目 旧豊田市内 Ｏ市
調理方式 共同調理方式
（支援学校１校は自校方
式）
共同調理方式
献立 統一献立 統一献立
給食調理施設 共同調理施設５つ
支援学校：自校方式１つ
共同調理施設４つ
物資購入 豊田市学校給食協会 Ｏ市学校給食協会
市学校給食会設立年 1976年（昭和51年） 1970年（昭和45年）
各共同調理 6,556 11,207
施設の 11,821 7,670
一日の調理食数 9,609 7,622
単位：食数／日 8,078 9,421
（2016年度） 5,796 ―
（支援学校：231） ―
合計 42,091 35,920
出所： Ｏ市役所ホームページ資料2）、Ｏ市学校給食協会ホームージ資料4）、豊田市学校給食協会ホームページ資
料6）、豊田市教育委員会保健給食課資料7）、聞き取り調査から筆者作成。
注１： 両市内とも、統一献立で、提供日が異なるが１月内で同じメニューとなっている。
注２：旧豊田市とは、2005年合併前の市域内のこと。
　表14にみられるように、旧豊田市内（2005年の市町村合併前）の地域にあ
る学校給食調理施設とＯ市の学校給食調理方式を比較してみる。どちらも共同
調理方式で、献立は統一献立になっている。物資の購入は、どちらも各市学校
給食協会が行っており、学校給食協会の設立年はどちらも1970年代で６年違
いとなっている。共同調理場は旧豊田市５か所とＯ市４か所となっている。１
日の調理数は約6,000食、旧豊田市が多くなっていることがわかる。また共同
調理場の１日の調理食数は、どちらもすべて5,000食を超えており、大規模で
あることがわかる。また両市とも物資の購入を一括して市学校給食協会が行
い、大規模共同調理場で給食がつくられており、効率的な学校給食調理方式を
採用しているといえる。
　以上のように、旧豊田市内とＯ市の学校給食システムは、大規模共同調理方
式、統一献立で、1970年代に設立された市学校給食協会が一括して学校給食
に必要な物資の購入を行っており、共通点が多いことが明らかとなった。
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４．まとめと考察
⑴　豊田市とＯ市の農業等の比較
　豊田市はＯ市の２倍以上の総土地面積となっている。そのため耕地面積もＯ
市の約２倍となっているが、農業産出額は、Ｏ市の約1.2倍と少なくなってい
る。中核市となったのは、豊田市の方が1998年で、Ｏ市の５年前となってい
る。豊田市の方が政令指定都市で消費者の多い名古屋市に近く、農産物直売所
がＯ市の約２倍の43施設と多くなっていることがわかる。財政力指数は、豊
田市は1.0、Ｏ市は0.98と、どちらも1.0にちかく、財政的に恵まれていること
がわかる。
　また両市ともコメの生産が多く、野菜、豚の産出額は同じとなっている。し
かしＯ市では、鶏卵が豊田市の約５倍の産出額と高くなっていることがわか
る。加工農産物は豊田市６千万円で、Ｏ市２千万円の３倍となっている。
　販売目的野菜作付面積では、豊田市の方が、ダイコン、ハクサイ、ホウレン
ソウなどの作付面積が多くなっているが、Ｏ市の方が、ナス、イチゴの面積が
多くなっている。
⑵　学校給食の比較
　豊田市とＯ市の学校給食を比較してみると、豊田市の地場食材（野菜等）率
は6.1％とＯ市2.98％と比較して高くなっている。学校給食費については、小
学校は240円／食と同じであるが、中学校ではＯ市が５円／食と高くなってい
る。地場食材を利用した加工品は豊田市では61種類となっているが、Ｏ市で
は利用されていない。コメについては、どちらの市の十分な収穫量があるた
め、愛知県学校給食協会からそれぞれ100.0％市内産のコメが供給されている。
牛乳については、両市とも愛知県学校給食協会から愛知県産の牛乳が100.0％
供給されている。
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図１　旧豊田市とＯ市の公益財団法人市学校給食会発注による大規模学校給食センターへの
地場食材供給ルート概念図
出所：豊田市、Ｏ市学校給食関係資料、聞き取り調査より筆者作成。
　注：㱺はモノの流れ、→は情報の流れを示す。
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⑶　学校給食システムの比較
　旧豊田市内（2005年の市町村合併前）の地域にある学校給食調理施設とＯ
市の学校給食調理方式を比較してみる。どちらも共同調理方式で、献立は統一
献立になっている。物資の購入は、どちらも各市学校給食協会が行っており、
学校給食協会の設立年はどちらも1970年代で６年違いとなっている。共同調
理場は旧豊田市５か所とＯ市４か所となっている。１日の調理数は約6,000食、
旧豊田市が多くなっていることがわかる。また共同調理場の１日の調理食数
は、どちらもすべて5,000食を超えており、大規模であることがわかる。さら
に両市とも物資の購入を一括して市学校給食協会が行い、大規模共同調理場で
給食がつくられており、効率的な学校給食調理方式を採用しているといえる。
　図１にみられるように、旧豊田市内とＯ市の学校給食システムは、大規模共
同調理方式、統一献立で、1970年代に設立された市学校給食協会が一括して
（148）
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学校給食に必要な物資の購入を行っており、共通点が多いことが明らかとなっ
た。大規模な学校給食センターであるために、主として調理員の負担とならな
い規格の揃った地場食材（野菜等）を仲卸業者が購入し、各調理施設に供給し
ている点も共通している。
⑷　Ｏ市の地場食材（野菜等）利用率向上のための取組
　Ｏ市の2018年11月の学校給食供給食材の産地を分析したところ、野菜類と
魚貝類の冷凍食品の海外産の割合が高くなっていた。魚貝類の冷凍食品はフラ
イなどの調理済み加工食品が多くなっていた。Ｏ市では、統一献立となってい
る給食を、各学校給食センターが独自に献立を立て、単価の高い調理済み加工
食品の利用を減らし、学校給食センターで地場食材を利用した調理を行う方針
が検討されている。効率的な一括した物資の調達方式を一部変更することで、
市内産の地場食材（野菜等）の利用率の向上が検討されている。
　Ｏ市では表８にみられるように、2018年11月の給食で中国産の冷凍サトイ
モが利用されている。Ｏ市の教育委員会の担当者は「Ｏ市の土壌はサトイモの
栽培に適しており、卸売市場の関係者によるとその味は、絶品であるという。
Ｏ市の子どもたちに、この美味しい市内産のサトイモを学校給食で食べてもら
いたい。そしていつか、故郷を思い出してほしい」という。Ｏ市の大規模学校
給食センターにおける地場食材（野菜等）の利用を増加させるための取組は、
今後も継続される予定である。
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注
注１ ）最も規模の大きな区分の共同調理場（10,001～20,000人）は全国に22施設あるが、第
１位愛知県４か所、第２位埼玉県３か所、第３位長野県、静岡県２か所、第５位北海
道、青森県、宮城県、山形県、千葉県、東京都、大阪府、奈良県、福岡県、宮崎県、鹿
児島県各１か所となっている1）。
注２ ）豊田市の農業と学校給食システムについては、山田浩子（2018）：豊田市の学校給食
システムと市域における農業経営、愛知県立大学文字文化財研究所紀要、4、177‒200
を参照。
注３ ）この協会の管理は市が行っており、市が協会に委託をして、残ったお金は市が引き上
げるという方式をとっており、この協会は財産を持たないしくみになっている。年間約
22億円を協会に委託している。そのうち、16億円は保護者負担である。１日の食材費
の予算は約900万円である（聞き取り調査による）。
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